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Ⅰ．はじめに
　今日，日本国内をはじめ北海道や江別市においても児
童の体力低下が指摘されている。中学生の体力は改善傾
向がみられるが，小学校においては依然として体力の低
下が指摘されている1）。筆者らは，平成21年度から江別
市教育委員会と連携し，「江別市内における児童生徒の
体力向上に関する実践的調査研究」を行ってきた。　　
　平成21年度は，「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」1）
の結果から，江別市内のＡ小学校の児童の体力水準につ
いて分析を行った2）3）。
　平成22年度は，大学近隣のA小学校2年生，3年生を
対象として，教員を目指す学生が中心となって「朝の運
動プログラム」を実施し，その効果を検証した4）5）。
　平成23，24年度は対象者を１，２年生として「朝の運
動プログラム」を実施した6）7）8）9）。
　平成25，26年度は，これまでの朝運動プログラムの
目的である，「運動好きの子どもの育成」，「体力・運
動能力の向上（特にコーディネーション能力の向上）」
に，上位学年の参加による「ジュニアリーダー（以下，
Jr.L）育成と異学年交流」という新たな視点を加え実施
することした10）11）12）13）。
　平成27年度は，昨年度からの「Jr.L育成と異学年交流」
という視点を重視し，Jr.Lへのさらなる指導の重点化を
ねらいとして実施した14）15）。
　平成28年度は，Jr.L育成と異学年交流という視点から
の最終形態を目指し，「子ども社会における遊び集団─
遊びのリーダー育成─」を重視し，Jr.L中心の遊び環境
の支援と提供をねらいとし実施した16）17）。
　平成29，30年度は，平成28年度からのねらいを引き継
ぎながら，Jr.Lの主体性を重要視した環境構成と支援の
充実を目指し実施した18）19）20）21）。
　令和元年度は，実施時間が15分間と短縮した中で最大
限に運動量を確保することを課題として活動を展開し
た。プログラム前半は，平成30年度までと同様にJr.Lが
中心となり運動遊びを展開した。プログラム後半におい
ては，１年生の参加日を増加し，大学教職員らが指導者
となりジャンプ遊びやリズム運動を実施した。
　本研究は，それらの内容・体力測定結果，アンケート
結果に基づき，朝の運動プログラムの効果について検証
することを目的とした。
１）北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
３）北翔大学大学院生涯スポーツ学研究科
４）北翔大学非常勤講師
（59〜68）
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Ⅱ．研究方法
１．対象
　対象は，江別市内のA小学校（全校児童169名，令和
元年５月１日）の１年生20名（男子７名，女子13名）で
あった。また，過去，１年生時に朝運動を経験してきた
４〜６年生のうち自主的に参加を希望した40名（４年生
11名，５年生８名， ６年生21名）をJr.Lとして位置づけ
た。Jr.Lには，「任命証」を渡し，リーダーとしての自
覚を促した。１年生との合同日とJr.Lのみでの活動とし
て「Jr.L会議」を設け交互に実施し，「Jr.L会議」では
１年生への指導に備え，内容・ルールを検討する活動と
した。５月〜７月までは，３回を１クールとして，Jr.L
のみの運動遊び・遊び内容を検討する「Jr.L会議」，１
年生との合同日を繰り返し実施した。また，メインリー
ダーとして運動遊びを展開するJr.Lは，合同日の活動後
に希望者を募りJr.Lの自主的・主体的活動を重視し実施
した。プログラム後半は，全活動日を１年生とJr.Lとの
合同日とし，メインリーダーは大学教職員が担い実施し
た。
２．「朝の運動プログラム」内容
　対象の児童に対し，平成31年４月24日〜令和元年11月
30日までの期間に，午前８時05分〜20分までの15分間
に「朝の運動プログラム」を全28回実施した。
　「朝の運動プログラム」とは，体を動かす遊びを中心
とした運動プログラムの実践を通して，運動の楽しさを
こどもたちへ伝えることを目的とし，そのことによって
子どもの生活における運動習慣が促進され，体力・運動
能力の向上を図るものとした。同時にコミュニケーショ
ン能力の醸成を図るために運動遊びの形式を取り入れ，
「生きる力」の基礎作りもねらいとした。
　また，Jr.Lには異学年交流による「リーダーシップ育
成」を目標とした。
　具体的な目標は以下の３点である。
１）運動・遊び好きの子どもの育成
　「汗を流すと気持ちいい」「運動することが楽しい」と
感じることのできる子どもの育成を目指す。これにより
生活スタイルの中に運動を取り入れ，運動習慣の確立を
ねらう。
２）基礎的・基本的運動を学び，体力の向上
　様々な動きを体験し，あらゆる運動やスポーツの基礎
となる運動を経験し，体力の向上を目指す。
３）コミュニケーション能力の向上
　仲間とともに運動の場と時間を共有し，声を合わせ体
を動かしたり，競争して遊ぶことによって，コミュニケー
ション能力の向上を目指す。　
　特に，Jr.Lはリーダーシップの育成を目指した。
３．運動プログラムの指導体制
　教育職員を目指している北翔大学生涯スポーツ学部ス
ポーツ教育学科学生，生涯スポーツ学研究科の学生が中
心となって，「朝の運動プログラム」のサポートにあたっ
た。１回につき５名程度のサポート体制で， Jr.Lの支援
者なり，教具や環境構成などの補助指導にあたった。
４．プログラムの検証
プログラム開始前と終了時に文部科学省の「新体力テス
ト」1）を実施した。
　新体力テストで実施した種目は，「握力」「上体起こし」
「長座体前屈」「反復横跳び」「20mシャトルラン」「立ち
幅跳び」の室内で実施できる６種目であった。
　新体力テストの測定項目において，それぞれの平均値
と標準偏差を算出し，６月と11月の変化については，対
応のあるt検定（両側）を用いた。有意水準はp<0.05と
した。
Ⅲ．結果および考察
１．運動プログラムの実践内容
　実施した運動プログラム概要を表１に示す。
　５月〜７月までの期間においては，Jr.Lのみの活動日
とJr.L会議日，１年生との合同日の３回を１クールとし
て繰り返し実施した。
　「Jr.L会議」では，Jr.L自身が全力で運動遊びを経験
することを通して１年生との実施プログラムの内容や
ルール，使用する道具の検討を実施した。１年生との合
同日では，自主的にメインリーダーを希望したJr.L（３
〜５名）が中心となり運動遊びを展開した。
　１回目は大学生が鬼役となりJr.Lは全力で逃げ役とし
た。鬼にタッチされるとバナナへ変身し，仲間に２回タッ
チされると再度逃げることができる「バナナ鬼」を実施
した。
　２回目〜４回目では，コース上の障害物を素早く越え
ながらダッシュで進む「ぐるぐる障害物」を走・跳運動
として実施した。活動後にはJr.L全員で１年生に教える
「運動遊び」を考え，実際に遊びを試しながら１年生と
遊ぶ時に必要なルールや道具，改善点を話し合う活動と
した。
　５回目〜７回目では，走運動として「鬼が誰かわから
ない鬼ごっこ」を実施した。メインリーダーは，誰が鬼
になるのかを回りに知られない様に鬼を選出してスター
ト。逃げ側は誰が鬼なのか予測しながら逃げたり，鬼は
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自身が鬼だとばれないように近づいたりと駆け引きをし
ながら動く姿が見られた。
　８〜９回目では，２グループに分かれてグループ毎に
１名親分を決める。互いに相手チームを追いかけたり逃
げたりをしながら親分を探す「親分をつかまえろ」を実
施した。
　10回目では，走運動として「鎖鬼」を実施した。複数
の鬼から逃げたりする中で，仲間を助けることの難しさ
や達成感を味わえるような活動となった。
　11〜15回目では，走・跳運動として「障害物リレー」，
「障害物走」，「ぐるぐる障害物」を実施した。ジグザグ走・
ミニハードル・フラフープ輪くぐり・ケンパ・波越えの
障害物を越え進むことを通して動作多様な動きや動作の
変換を経験した。展開はリレー方式を用いたり制限時間
内で繰り返し遊んだりと参加人数等に合わせて変化させ
た。
　16回目から23回目では，跳運動に特化した運動遊びを
実施した。
　16〜18回目では，「跳人修行〜一の巻」を実施した。
体育館全体に設置されたケンステップのコースを両足
ジャンプや片足ジャンプで跳び進みゴールを目指し挑戦
して遊ぶ活動となった。
　19〜22回目では，「選んでジャンプ」を実施した。ケ
ンステップゾーン，短縄ゾーン，長縄ゾーンを自由に選
択しジャンプ遊びの楽しさを味わう活動となった。ケン
ステップゾーンでは自由にコースを変化させて挑戦した
り，短縄を複数繋げて跳んだり，長縄の回し方を変化さ
せたりと工夫して遊ぶ姿が見られた。
　23回目では，「山越えジャンプ」を実施した。山に見
立てた跳び箱をよじ登り，エバーマットにジャンプ。ス
タート位置に戻る道はケンステップを跳び進み終了の合
図があるまで繰り返し遊んだ。自身の体の重さを感じた
り，高い位置から飛び降りる経験をする活動とした。
　24〜26回目では，北翔大学が開発したリズム体操
「North Jump」を実施した。新体力テストの課題内容と
ねらいを踏まえた運動動作を音楽に合わせて動き，多様
な動作経験と表現遊びの楽しさを味わった。
　27〜28回目では，投運動として「ボールジェスチァー」
を実施した。２チームに分かれて思いっきり投げたり
キャッチしたり，ボールをかわしたりして遊ぶ。相手チー
ムのボールに当てられたらジェスチァーコーナーへ移動
し，自由に表現する。仲間チームが何のジェスチァーを
しているのかを当てると復活できる。当たるまで繰り返
しジェスチァーをする。狙って投げる事や投げる時の力
の加減を経験する活動となった。５月からともに運動遊
びに取り組んできた仲間とともに運動の楽しさを十分に
味わうことのできる活動とした。
表１　令和元年　朝運動プログラム実施内容
回 月日 曜日 項　目 内容
1 4/23 火
走運動
（リーダー会議）
バナナ鬼：大学生が鬼となりスタート。鬼にタッチされるとバナナとなり動けない。仲間に２回タッ
チされるとバナナの皮が剥け，再度逃げることができる。
任命式：ジュニアリーダーへ任命書を渡す。
2 4/26 金
走・跳運動
（リーダー会議）
ぐるぐる障害物走：コース上の障害物を素早く越えながら進んでいく遊び。全員で一斉にスタートし，
【ジグザグ走→ミニハードル→ケンパ→低縄（ジャンプ）→高縄（くぐる）】の障害物を終了の合図
があるまで繰り返し進む。何周できるか挑戦する。
3 5/10 金
走・跳運動
（リーダー会議）
ぐるぐる障害物走：コース上の障害物を素早く越えながら進んでいく遊び。全員で一斉にスタートし，
【ジグザグ走→ミニハードル→ケンパ→低縄（ジャンプ）→高縄（くぐる）】の障害物を終了の合図
があるまで繰り返し進む。何周できるか挑戦する。運動遊びを試したのちに改善点や工夫を話し合
い１年生と合同に遊べるように応用する。
4 5/14 火
走・跳運動
（合同日）
1年生と一緒に！ぐるぐる障害物走：コース上の障害物を素早く越えながら進んでいく遊び。スター
ト位置を4コーナーに分けて一斉にスタート。【大波小波ジャンプ→ケンパ→ミニハードル→大学生
にハイタッチ→ジグザグ走→フラフープ輪くぐり】の障害物を終了の合図があるまで繰り返し進む。
何周できるか挑戦する。リーダーのみ実施した遊びについて振り返る。
5 5/17 金
走運動
（リーダー会議）
鬼が分からない鬼ごっこ：全員が閉眼しているところにメインのリーダーが数名の肩をそっとタッ
チ。タッチされた人は鬼となるが誰が仲間の鬼で誰が逃げ手かわわからない。スタートの合図で逃
げ手だと思う人を追いかけタッチする。タッチされた人（鬼以外）は体育館中央の確保ゾーンに移
動する。鬼は鬼だと悟られないように近づいたり全力で追いかけたり作戦を立てて動く。
6 6/4 火
走運動
（リーダー会議）
鬼が分からない鬼ごっこ：全員が閉眼しているところにメインのリーダーが数名の肩をそっとタッ
チ。タッチされた人は鬼となるが誰が仲間の鬼で誰が逃げ手かわわからない。スタートの合図で逃
げ手だと思う人を追いかけタッチする。タッチされた人（鬼以外）は体育館中央の確保ゾーンに移
動する。逃げ手がつかまっている人をタッチすると再度逃げることができる。鬼は鬼だと悟られな
いように近づいたり全力で追いかけたり作戦を立てて動く。
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7 6/7 金
走運動
（合同日）
鬼が分からない鬼ごっこ：全員が閉眼しているところにメインのリーダーが数名の肩をそっとタッ
チ。タッチされた人は鬼となるが誰が仲間の鬼で誰が逃げ手かわわからない。スタートの合図で逃
げ手だと思う人を追いかけタッチする。タッチされた人（鬼以外）は体育館中央の確保ゾーンに移
動する。逃げ手がつかまっている人をタッチすると再度逃げることができる。鬼は鬼だと悟られな
いように近づいたり全力で追いかけたり作戦を立てて動く。リーダーのみ実施した遊びについて振
り返る。
6/7 金
体力測定
（１年生）
握力：強く握る力を測定。左右の平均値を求める。
長座体前屈：長座の姿勢で前屈をし，柔軟性を測る。
立ち幅跳び：その場から遠くへ跳ぶ力を測定。
上体起こし：30秒間に上体を起す回数を測定し，腹筋の力を測定。
反復横跳び：１ｍ間隔の3本のラインを20秒間にできるだけ素早く左右に往復し，敏捷性を測定。
20ｍシャトルラン：20ｍの距離を何往復できるかを測定し，持久力を測定。
8 6/11 火
走運動
（リーダー会議）
親分をつかまえろ：２チームに分かれて親分を１人きめる。相手チームには誰が親分なのかばれな
いようにしてスタート。互いに相手チームを捕まえたり逃げたりしながら親分を捜していく。子分
は相手チームに捕まっても再度逃げることが出来る。（相手チームに捕まったら自分が親分か子分か
伝える）先に相手チームの親分を捕まえたチームの勝ちとなる。
9 6/18 火
走投運動
（リーダー会議）
親分をつかまえろ：２チームに分かれて親分を１人きめる。相手チームには誰が親分なのかばれな
いようにしてスタート。互いに相手チームを捕まえたり逃げたりしながら親分を捜していく。子分
は相手チームに捕まっても再度逃げることが出来る。（相手チームに捕まったら自分が親分か子分か
伝える）先に相手チームの親分を捕まえたチームの勝ちとなる。
10 6/25 火
走運動
（合同日）
鎖鬼：５〜６人程度が鬼となり逃げ手を追いかけてタッチする。逃げ手は鬼にタッチされないよう
に逃げたり仲間を助けたりする。鬼にタッチされたら手をつなぎ鎖となる。（タッチされた人が増え
るほど鎖は長くなる）仲間に鎖を切ってもらえると切れた鎖から後方が再度逃げることが出来る。
終了の合図があるまで繰り返し遊ぶ。リーダーのみ実施した遊びについて振り返る。
11 6/28 金
走・跳運動
（リーダー会議）
障害物リレー：４チームに分かれて遊ぶ。コース上の障害物（フラフープ輪くぐり→ミニハードル
→折り返しコーン→ダッシュで戻る）を越えながら素早くボールのバトンをつなぐ。チーム全員が
ゴールした順で勝敗が決まる。
12 7/2 火
走・跳運動
（合同日）
障害物リレ ：ー４チームに分かれチーム毎に手前スタートと奥スタートにスタンバイする。手前コー
スはフラフープ輪くぐり→ミニハードル→ケンパを順に進み，奥コースの仲間へボールバトンをつ
なぐ。奥コースはケンパ→ミニハードル→フラフープ輪くぐりと障害物が逆となる。チーム全員が
ゴールした順で勝敗が決まる。リーダーのみ実施した遊びについて振り返る。
13 7/5 金
走・跳運動
（リーダー会議）
障害物走：コース上の障害物を越えながら進んでいく。フラフープ輪くぐり→ミニハードル→ケン
パを進んだらコース横を走って戻る。同様コースの４カ所のうち好きなコースを選択し，終了の合
図があるまで繰り返し遊ぶ。
14 7/16 火
走・跳運動
（合同日）
障害物走：コース上の障害物を越えながら進んでいく。ジグザグ走→ミニハードル→ケンパ→フラ
フープ輪くぐりを進んだらコース横を走って戻る。同様コースの４カ所のうち好きなコースを選択
し，終了の合図があるまで繰り返し遊ぶ。リーダーのみ実施した遊びについて振り返る。
15 7/19 金
投運動
（合同日）
ぐるぐる障害物：体育館１周コースの障害物を越えながら進んでいく。ジグザグ走→フラフープ輪
くぐり→ミニハードル→ケンパを素早く進み，終了の合図があるまで繰り返し遊ぶ。リーダーのみ
実施した遊びについて振り返る。
16 8/23 金
跳運動
（合同日）
跳人修行〜一の巻：ケンステップを両足ジャンプで跳び進みゴールを目指す。終了の合図があるま
で繰り返し遊ぶ。
17 8/27 火
跳運動
（合同日）
跳人修行〜二の巻：ランダムに設置されたケンステップを両足ジャンプ・片足ジャンプで跳び進む。
コース途中から難易度別に枝分かれし好きなコースを選択してゴールを目指す。（片足ジャンプコー
ス，ケンパコース）
18 9/3 火
跳運動
（合同日）
跳人修行〜三の巻：ランダムに設置されたケンステップを両足ジャンプ・片足ジャンプで跳び進む。
コース途中から難易度別に枝分かれし好きなコースを選択してゴールを目指す。（片足ジャンプコー
ス，ケンパコース）
19 9/6 金
跳運動
（合同日）
選んでジャンプ！：ケンステップジャンプゾーン，短縄ゾーン，長縄ゾーンがあり好きなジャンプ
遊びを選択して終了の合図があるまで自由に遊ぶ。
20 9/13 金
跳運動
（合同日）
選んでジャンプ！：ケンステップジャンプゾーン，短縄ゾーン，長縄ゾーンがあり，好きなジャン
プ遊びを選択して終了の合図があるまで自由に遊ぶ。
ケンステップを自由に動かし自分たちでコースを作ったり，長縄の回しかたを工夫して遊ぶ。
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21 9/17 火
跳運動
（合同日）
選んでジャンプ！：ケンステップジャンプゾーン，短縄ゾーン，長縄ゾーン，ミニハードルゾーン
があり，好きなジャンプ遊びを選択して終了の合図があるまで自由に遊ぶ。ケンステップやミニハー
ドルを自由に動かし自分たちでコースを作ったり，長縄の回しかたを工夫して遊ぶ。
22 9/24 火
跳運動
（合同日）
選んでジャンプ！：ケンステップジャンプゾーン，短縄ゾーン，長縄ゾーンがあり好きなジャンプ
遊びを選択して終了の合図があるまで自由に遊ぶ。
ケンステップを自由に動かし自分たちでコースを作ったり，長縄の回しかたを工夫して遊ぶ。
23 9/27 金
跳運動
（合同日）
山越えジャンプ：ダッシュでスタートして跳び箱をよじ登りエバーマットにジャンプする。帰りは
ケンステップを跳び進みスタートに戻る。終了の合図があるまで繰り返し遊ぶ。
24 10/1 火
リズム体操
（合同日）
North Jump：指導者の動きを模倣して８項目の運動動作をリズム体操を通して経験。
25 10/4 金
リズム体操
（合同日）
North Jump：指導者の動きを模倣して８項目の運動動作をリズム体操を通して経験。
10/7 月
体力測定
（１年生）
握力：強く握る力を測定。左右の平均値を求める。
長座体前屈：長座の姿勢で前屈をし，柔軟性を測る。
立ち幅跳び：その場から遠くへ跳ぶ力を測定。
上体起こし：30秒間に上体を起す回数を測定し，腹筋の力を測定。
反復横跳び：１ｍ間隔の３本のラインを20秒間にできるだけ素早く左右に往復し，敏捷性を測定。
26 10/8 火
リズム体操
（合同日）
North Jump：指導者の動きを模倣して８項目の運動動作をリズム体操を通して経験。
27 11/26 火
走・投・跳運動
（合同日）
グルグル障害物：ボールを持ったまま様々な障害物をダッシュで超えていく遊び。ボールを１個持ち，
ジグザグコーナー，ミニハードル，ケンパ，棒超えの障害物を進んでいく。ジグザグコーナーでは，
コーンを避けながら左右にスラロームで進む。ミニハードルコーナーでは，持っているボールをハー
ドルの下へ真っすぐに転がし，自身はハードルの上を飛び越えていく。ケンパコーナーでは，ボー
ルを持ったまま設置されたケンステップをリズミカルに跳び進む。棒超えコーナーでは，様々な高
さに設置された棒から挑戦する棒を選択し，棒の上を超えるようにボールを狙い投げる。終了の合
図があるまで繰り返し遊ぶ。
28 11/29 金
走運動
（合同日）
じゃんけん猛獣狩り：ステージ上のリーダーとジャンケンをし，勝敗によって指定された壁へ向かっ
てダッシュ＆タッチして戻ってくる。戻ってきたタイミングでリーダーがタンバリンを鳴らす回数
と同じ人数をつくりフラフープの中へ入る。終了の合図があるまで繰り返し遊ぶ。
図１　鎖鬼
図３　リズム体操
図２　障害物走
図４　跳人修行
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２．児童の体力および運動能力の変化
１）新体力テストの６月と10月との比較
　表２，表３にプログラム開始時（６月）と終了時（10
月）のA小学校の新体力テストの測定結果を示した。
　A小学校の１年生男子７名に関しては，６月の平均値
と比較して，10月の平均値は，反復横跳び以外の項目で
同等以上の値となった。しかし，有意な差は見られなかっ
た。また，10月の平均値では，握力以外の全ての項目に
おいて，小学校１年生男子の全国平均値22）より高い値
となった。
　A小学校の１年女子13名に関しては，長座体前屈，反
復横跳び以外の項目で，６月より10月の平均値が高い値
となった。特に，シャトルランの項目では有意な向上が
認められた。
　10月の平均値と全国平均値では，反復横跳び，シャト
ルランの項目において，小学校１年生女子の全国平均値22）
より高い値となった。
　以上のことから，指導した朝運動プログラムは運動の
機会や運動体験の場を提供できたものの，目的の一つで
ある体力向上に関しては課題が残ると考える。
図５　リーダー会議 図６　合同日
表２　体力測定結果（R1）A小学校１年生男子（n=7）
種目 立ち幅跳び 握力 長座体前屈 上体起こし 反復横跳び シャトルラン
単位 （m） （kg） （cm） （回） （回） （回）
１年男子全国平均値 115.37 9.44 25.85 12.06 27.95 18.63
標準偏差（SD） 17.62 2.21 6.46 5.22 4.75 9.29
A １男子（６月） 112.6 7.9 25.4 14.9 32.6 24.9
（SD） 19.9 1.9 4.5 3.8 7.9 11.9
A １男子（10月） 123.1 9.1 27.7 14.9 30.1 28.9
（SD） 18.3 3.5 6.2 4.1 6.6 17.7
ｔ検定６月vs10月 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
n.s.：no significant，*：p<0.05，**：p<0.01
表３　体力測定結果（R1）A小学校１年生女子（n=13）
種目 立ち幅跳び 握力 長座体前屈 上体起こし 反復横跳び シャトルラン
単位 （m） （kg） （cm） （回） （回） （回）
１年女子全国平均値 109.07 8.75 28.41 11.47 26.83 16.16
標準偏差（SD） 16.44 2.03 6.74 5.32 4.70 6.83
A １女子（６月） 100.3 8.3 28.6 8.4 27.3 14.4
（SD） 16.3 2.4 5.4 5.9 2.3 3.9
A １女子（10月） 106.8 8.4 27.1 10.6 27.1 22.8
（SD） 22.8 2.4 6.8 5.7 2.7 8.8
ｔ検定６月vs10月 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. **
n.s.：no significant，*：p<0.05，**：p<0.01
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３．アンケート調査結果
　全プログラム終了後に対象の児童と保護者にアンケー
トを実施した。
１）１年生へのアンケート
　児童へのアンケートの集計結果を表４〜表10に示す。
　「朝運動は楽しかったですか？」（表４）という問いに
対して，「①とても楽しかった」と回答したのが14名で
あった。「②楽しかった」と回答したのが５名，「③楽し
くなかった」と回答した児童はいなかった。回答なしが
１名であった。以上の結果から，朝運動プログラム内容
が１年生児童にとって楽しさを味わいながら運動するこ
とができる活動になったといえる。
　「朝運動をするようになって前より運動が好きになり
ましたか？」（表５）という問いに対して，「①とても好
きになった」と回答したのは13名であり，「②好きになっ
た」と回答したのは７名であり，「③きらいになった」
と回答した児童はいなかった。
　「朝運動をするようになって生活の仕方がどのように
変わりましたか？」（表６，複数回答可）という問いに
対して，「①いつもより朝食をとるようになった」と回
答したのが１名，「②自分で起きられるようになった」
が３名，「③体を動かして遊ぶことが多くなった」が６
名，「④勉強が面白くなった」が５名，「⑤遊ぶ友だちが
増えた」が５名，「⑥特に変わらなかった」が６名であっ
た。「⑦その他」が３名であり，「いっぱい運動するよう
になった。」，「算数の計算が出来た。」，「気分がよくなる。」
等の意見があった。
　この質問から朝の運動プログラムを通して，子どもた
ちは体を動かして遊ぶことの楽しさを経験したと考えら
れる。また，運動することを肯定的に捉えていたことに
より日常生活においても体を動かして遊ぶ機会が増加し
たと考えられる。
　「全部で朝運動は10回ありましたが，回数はどうでし
たか？」（表７）という問いに対して，「①もっと朝運動
の日を増やしてほしい」と回答したのが13名，「②今と
同じくらいがよい」と回答したのが６名，「③減らして
ほしい」と回答したのが１名であった。以上の結果から，
１年生は朝運動を通して，運動に対してこれまで以上に
好意的に捉えることに繋がる運動の機会を提供できたと
いえる。
　「１週間の習い事や児童館利用についてお答えくださ
い」（表８）という問いに対して，児童館に通う児童は
20名中９名であり，１週間のうち児童館へ通う日数は平
均して４日であった。　また，習い事に通う児童は，20
名中15名であった。そのうち，運動系の習い事では「①
体操クラブ」が３名，「②水泳」が３名，「③一輪車」が
２名，「④サッカー」が１名，「⑤バレエ」が１名であっ
た。文科系の習い事では，「⑥ピアノ」が４名，「⑦学習
塾」が３名，「⑧英語」が３名，「⑨そろばん」が１名，
「⑩書道・習字」が２名，「⑪その他が１名であった。以
上の結果から，児童の75％が何らかの習い事をしており，
そのうちの半数は運動系の習い事であることが明らかと
なった。
　「お子様のご家庭内での過ごし方についてお答えくだ
さい。（３つ）」（表９）という問いに対しては，児童が
１日のうち実施する室内遊びの平均時間は３時間20分で
あることが明らかとなった。そのうち，「①テレビ」が
７名，「②DVD/ビデオ」が10名，「③スマホゲーム」が
３名，「④任天堂スイッチ等のゲーム機」が６名，「⑤折
り紙，工作，塗り絵，お絵かき等」が11名，「⑥カードゲー
ム・ボードゲーム」が２名，「⑦ままごと・レゴ等の創
作遊び」が12名，「⑧その他」が２名であった。以上の
結果から，Ａ小学校１年生児童は家庭での余暇時間に情
報機器を用いて過ごす時間が目立つと同時に，折り紙や
工作などの指先を使った創作遊びを好む傾向がある事が
明らかとなった。
　「児童館の利用がある方のみ，お答えください　（遊び
の選択肢から並べ替え）」（表10）に対して，児童が児童
館で過ごす１日の平均時間が3時間であることが明らか
となった。また，児童館においての過ごし方として，回
答数が多い順に「①体を使っての運動」が８名，「②折
り紙，工作，塗り絵，お絵かき等」が６名，「③ままごと，
レゴ等の創作遊び」が６名，「④テレビやビデオの鑑賞」
が3名，「⑤カードゲーム・ボードゲーム」が２名，「⑥
その他」が２名であり「読書」や「一輪車」といった回
答があった。以上の結果から，家庭と児童館間において
余暇時間の過ごし方の傾向が異なる事が明らかとなっ
た。しかし，家庭と児童館では遊び道具や遊び仲間の有
無が多きく影響している可能性があると考えられる。
表４　朝運動は楽しかったですか？（人数）
選択肢 １年生
①　とても楽しかった 14
②　楽しかった ５
③　楽しくなかった 0
回答なし １
表５　朝運動をするようになって前より
　　　運動が好きになりましたか？（人数）
選択肢 １年生
①　とても好きになった 13
②　好きになった ７
③　きらいになった 0
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Ⅳ．まとめ
　平成31年４月〜11月まで全28回（うち体力測定２回）
の「朝運動プログラム」を江別市内のＡ小学校の１年生
20名，Jr.L40名を対象として実施した。
　プログラム前後の体力測定の結果，男子の反復横跳び，
女子の長座体前屈，反復横跳びを除く全ての項目で，６
月の値に比べ10月の値が向上した。
　また，児童のアンケートからは，１年生が朝運動を肯
定的に捉えていると同時に，遊びが生まれる余暇時間の
環境が運動の機会や増進に大きく影響している事が示唆
された。
　来年度も朝運動プログラムの継続実施が決定している
ことから，体力向上課題をもとにプログラムや指導体制
の見直しをはかり，児童が運動の楽しさを味わう事でよ
り意欲的に，また主体的に興味を持って体を動かし朝運
動及び日常場面での身体活動に取り組めるようなプログ
ラムを開発，展開しその効果を検証していきたい。
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表６　朝運動をするようになって，生活の仕
　　　方がどのように変わりましたか？（人数）
選択肢 １年生
①　いつもより朝食をとるようになった 1
②　自分で起きられるようになった 3
③　体を動かして遊ぶことが増えた 6
④　勉強が面白くなった 5
⑤　遊ぶ友だちが増えた 5
⑥　特に変わらなかった 6
⑦　その他 3
表10　児童館の利用がある方のみ，お答えく
　　　ださい。（選択肢より多い順に並べ替え）
選択肢 人数
①　テレビやビデオなどの鑑賞 3
②　体を使っての運動 8
③　折り紙・工作・塗り絵・お絵かき等 6
④　カードゲーム・ボードゲーム 2
⑤　ままごと・レゴ等の創作遊び 6
⑥　その他 2
表７　全部で朝運動は19回ありましたが，回
　　　数はどうでしたか？
選択肢 １年生
①　もっと朝運動の日を増やしてほしい 13
②　今と同じくらいがよい 6
③　減らしてほしい 1
表８　１週間の習い事や児童館利用について
　　　お答えください。
回答（20人15名） 人数
①　体操クラブ ３
②　水泳 ３
③　一輪車 ２
④　サッカー １
⑤　バレエ １
⑥　ピアノ ４
⑦　学習塾 ３
⑧　英語 ３
⑨　そろばん １
⑩　書道・習字 ２
⑪　言葉の教室 １
表９　お子様のご家庭内での過ごし方につい
てお答えください。（選択肢より多い順
に並べ替え）
選択肢 人数
①　テレビ 7
②　DVD/ビデオ 10
③　スマホゲーム 3
④　任天堂スイッチ等のゲーム機 6
⑤　折り紙・工作・塗り絵・お絵かき等 11
⑥　カードゲーム・ボードゲーム 2
⑦　ままごと・レゴ等の創作遊び 6
⑧　その他 2
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